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市
で
は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
行
政
運
営
を
目
指
し
て
、

「
新
・
四
日
市
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
で

は
、
平
成
13
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
第
2
次
実
施
計
画
の
概
要

を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

市
民
満
足
度
の
向
上
と
行
財
政
の�

　
　
　
　
ス
リ
ム
＆
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ�

　
本
市
で
は
、
平
成
十
年
九
月
に

「
新
・
四
日
市
市
行
財
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
、
平
成
十
年
度
か

ら
三
年
間
、
第
一
次
実
施
計
画
に

基
づ
い
た
行
財
政
改
革
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
加
速
度
的
に
進
む
少

子
高
齢
化
や「
Ｉ
Ｔ
」に
象
徴
さ
れ

る
高
度
情
報
化
の
進
展
、
さ
ら
に

は
市
民
の
価
値
観
の
多
様
化
と
社

会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
引
く
景
気
の
低
迷

に
よ
り
税
収
が
伸
び
悩
む
な
か
、

地
方
分
権
へ
の
対
応
が
急
が
れ
る

な
ど
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
市

民
、
行
政
、
事
業
者
の
責
任
と
役

割
を
明
確
に
し
、
従
来
か
ら
の
行

政
運
営
の
手
法
を
見
直
す
こ
と
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
行
財
政
を
ス
リ
ム
化
お
よ
び

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市

で
は
、
第
一
次
実
施
計
画
が
平
成

十
二
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
新
た
に
平
成
十
三
年
度
か

ら
平
成
十
五
年
度
の
三
年
間
を
目

標
期
間
と
し
た
第
二
次
実
施
計
画

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
市
議
会
を
は

じ
め
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
時

代
に
対
応
し
た
市
民
本
位
の
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。�

　
な
お
、
計
画
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
第
一
次
実
施
計
画
に
お
い

て
設
置
し
て
き
た
「
行
財
政
改
革

推
進
懇
談
会
」
の
名
称
を
改
め
、

「
行
財
政
改
革
推
進
会
議
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
主
婦
や

大
学
教
授
、
会
社
役
員
な
ど
九
人

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
次
実

施
計
画
か
ら
の
継
続
項
目
や
重
要

項
目
を
中
心
に
、
改
革
方
策
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

新
・
行
財
政
改
革
大
綱
　
第
2
次
実
施
計
画
に
着
手�ま

す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。�

戸籍情報システムの導入により窓口サービスもスピードア戸籍情報システムの導入により窓口サービスもスピードアップ（市民課窓口）ップ（市民課窓口）�戸籍情報システムの導入により窓口サービスもスピードアップ（市民課窓口）�



　
新
た
に
取
り
組
む
第
二
次
実
施

計
画
で
は
、
第
一
次
実
施
計
画
に

お
け
る
経
費
節
減
や
財
政
健
全
化

へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、

そ
の
成
果
や
結
果
を
も
と
に
、
さ

ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
第
一
次
実
施
計
画
策
定

以
降
の
地
方
分
権
や
急
激
な
情
報

社
会
の
進
展
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
ほ
か
、
新
し
い
時
代
に
お
け

る
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
、

協
力
、
理
解
を
よ
り
重
視
し
た
新

た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
開
か

れ
た
透
明
性
の
高
い
信
頼
さ
れ
る

行
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。�

　
こ
の
第
二
次
実
施
計
画
は
、「
新
・

四
日
市
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に

お
け
る
八
つ
の
分
野
で
構
成
し
て

お
り
、
重
点
的
な
取
り
組
み
目
標

と
し
て
次
の
四
本
の
柱
を
設
け
、
改

革
の
よ
り
高
い
実
効
を
図
り
ま
す
。�

　
職
員
の
意
識
改
革
は
行
財
政
改

革
を
進
め
る
た
め
の
基
本
で
す
。

従
来
の
前
例
踏
襲
型
・
予
算
重
視

型
の
行
政
運
営
か
ら
、
目
標
を
明

確
に
し
て
業
務
に
取
り
組
み
、
そ

の
成
果
を
評
価
す
る
と
い
う
創
造

型
・
成
果
重
視
型
の
行
政
運
営
へ

の
転
換
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
具
体
的
な
目
標
項
目
は�

・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用
…

　
行
政
に
対
す
る
市
民
満
足
度
の

　
向
上
と
行
財
政
の
効
率
化
を
図

　
る
た
め
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構

　
築
し
ま
す�

・
成
績
主
義
導
入
の
検
討
…
個
人

　
の
業
績
を
総
合
的
に
評
価
す
る

　
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
勤
務
意

　
欲
を
増
進
さ
せ
ま
す�

・
職
場
活
性
化
・
Ｃ
Ｓ
（
用
語
解

　
説
）
向
上
活
動
の
実
践
…
市
民

　
の
み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
満

　
足
し
て
い
た
だ
け
る
行
政
体
質

　
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す�

・
四
日
市
版
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
シ
ス
テ
ム
（
Ｙ
Ｓ
Ｏ
）
の
導
入

　
…
環
境
に
関
す
る
国
際
規
格
Ｉ

　
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
四
日
市
版

　
を
実
施
し
ま
す�

●�

���

●�

����

●�

●�

���

　
地
方
分
権
に
よ
り
地
方
自
治
体

の
自
主
・
自
立
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
財
政
の
健
全
化
と
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
具
体
的
な
目
標
項
目
は�

・
市
税
等
収
納
率
の
向
上
…
訪
問

　
徴
収
や
納
付
相
談
を
行
う
こ
と

　
で
滞
納
分
の
徴
収
を
強
化
す
る

　
と
と
も
に
、
口
座
振
替
を
推
進

　
し
、
納
付
手
続
き
の
簡
素
化
を

　
図
り
ま
す�

・
中
長
期
的
視
野
に
よ
る
健
全
な

　
財
政
運
営
の
推
進
…
中
長
期
的

　
視
野
で
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

　
つ
め
、
そ
れ
に
対
応
し
た
ま
ち

　
づ
く
り
の
予
算
化
を
図
り
ま
す�

・
新
た
な
財
源
確
保
に
つ
な
が
る

　
諸
施
策
の
検
討
…
人
口
増
加
や

　
企
業
誘
致
に
つ
な
が
る
魅
力
あ

　
る
市
を
創
造
す
る
ほ
か
、
新
た

　
な
財
源
を
模
索
し
て
い
き
ま
す�

●�

����

●�

●�

�

第2次実施計画（116項目） �

第2次実施計画の策定システム�

� �

●
市
民�

●
市
議
会�

●
行
財
政
改
革
推
進
懇
談
会�

●
市�

意
見�

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
　
完
　
了（
40
項
目
）�

継
続
実
施
　
　
　
　
未
完
了（
26
項
目
）�

�

新
規
　
　
　
新
た
な
取
り
組
み
項
目（
50
項
目
）�

第1次実施計画�
改善・検討項目�

目
標
管
理
の
徹
底
に
よ
る�

　
　
　
　
　
職
員
の
意
識
改
革�

財
政
の
健
全
化
と�

　
　
　
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立�

　　　　市民参加による行政運営の推進�

行政評価システム・成績主義の導入�

新しい視点�

新しい評価基準�

第1の柱�第2の柱�



　
Ｃ
Ｓ（custom

ers satisfaction�

＝
顧
客
満
足
）�

　
企
業
に
お
い
て
顧
客
が
満
足
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
べ
て
の
部

門
で
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
。

こ
の
考
え
方
を
行
政
に
取
り
入
れ

る
と
市
民
満
足
（
＝c

itize
n
s
 

satisfaction

）と
な
る�

　
ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム�

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
を
市
民

や
市
民
団
体
な
ど
と
の
契
約
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、地

域
意
識
や
市
民
意
識
の
高
揚
に
結

び
付
け
て
い
こ
う
と
す
る
制
度�

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度�

　
行
政
機
関
な
ど
の
意
思
決
定
過

程
に
お
い
て
、市
民
に
そ
の
内
容
を

事
前
公
表
し
、そ
れ
に
対
し
て
市
民

か
ら
出
さ
れ
る
意
見
な
ど
を
考
慮

し
て
意
思
決
定
す
る
仕
組
み�

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ�

（p
riva
te
 fin
a
n
c
e
 in
itia
tive

）�

　
社
会
資
本
の
整
備
や
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
て
、

可
能
な
限
り
民
間
の
資
金
や
経
営

手
法
を
活
用
す
る
も
の
。
公
共
事
業

に
対
す
る
行
政
の
関
与
を
計
画
の

監
督
に
と
ど
め
、民
間
が
収
益
性
を

計
算
し
て
運
営
す
る
こ
と
で
、事
業

の
効
率
化
を
図
る
目
的
が
あ
る�

………………………………………………………………………………………………………………………�

●�

�

●�

�

●�

●�

�

●�

�

●�

�

●�

〔
市
民
と
の
協
力
・
協
働
〕
　
　

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
ま
ち
づ

く
り
か
ら
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
具
体
的
な
目
標
項
目
は�

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
団
体

　
と
の
協
働�

・
ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
（
用
語
解
説
）
導
入
の
検
討�

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
　

　
（
用
語
解
説
）
導
入
の
検
討�

�

〔
官
民
の
役
割
分
担
の
明
確
化
〕�

　
こ
れ
ま
で
行
政
が
専
門
的
に
担

当
し
て
き
た
業
務
を
民
間
な
ど
に

任
せ
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
具
体
的
な
目
標
項
目
は�

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
（
用
語
解
説
）
の

　
活
用
の
検
討�

・
女
性
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
方

　
法
の
見
直
し�

・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

　
営
の
委
託
化�

・
市
立
保
育
園
お
よ
び
市
立
幼
稚

　
園
の
民
営
化
の
検
討�

●�

�

●�

���

●�

�

　
Ｉ
Ｔ
の
急
速
な
進
展
の
な
か
で
、

市
で
は
平
成
十
一
年
度
に
第
四
次

情
報
化
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
積
極
的
な
行
政
情
報

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。�

　
具
体
的
な
目
標
項
目
は�

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
各
所

　
属
提
供
情
報
の
充
実�

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
シ
ス
テ
ム
の
構
築
…
全
国
の
市

　
町
村
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

　
ど
こ
で
で
も
住
民
票
の
取
得
や

　
転
入
・
転
出
届
の
手
続
き
が
で

　
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す�

・
防
災
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構

　
築
…
災
害
の
と
き
に
迅
速
に
対

　
応
で
き
る
よ
う
、
市
役
所
内
に

　
お
け
る
気
象
情
報
の
共
有
化
を

　
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な

　
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
を
強
化
し

　
ま
す�

市
民
と
の
協
力
・
協
働
お
よ
び�

　
　
　
　
官
民
の
役
割
分
担
の
明
確
化�

I
T（
情
報
技
術
）の
活
用
に
よ
る�

　
　
　
　
　
　
行
政
の
効
率
化
と
情
報
提
供�

第3の柱�第4の柱�

����

　
私
の
公
約
の
一
つ
で
あ
る
行
財

政
改
革
も
、
第
二
次
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
第
一
次
の
計
画
は
約
八
割
の
達

成
率
と
な
り
ま
し
た
が
、
内
容
的

に
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
第
二
次
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
費
節
減
な
ど
を
中
心

と
し
た
項
目
に
、
行
政
運
営
そ
の�

も
の
の
見
直
し
に
つ
な
が
る
項
目

を
加
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
一
層
開
か
れ
た
透
明
性
の
高

い
信
頼
さ
れ
る
行
財
政
運
営
の
確

立
を
目
指
し
て
不
退
転
の
決
意
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

���������

　
昨
年
度
ま
で
の
行
財
政
改
革
推

進
懇
談
会
に
引
き
続
き
、
会
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
第
一
次
実
施
計
画
期
間
の
三
年

間
に
お
い
て
も
、
四
日
市
市
を
取

り
巻
く
行
財
政
環
境
は
地
方
債
残

高
の
増
加
や
普
通
地
方
交
付
税
交

付
団
体
へ
の
移
行
、
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
企
業
の
主
要
プ
ラ
ン
ト
の
停
止

な
ど
、
い
よ
い
よ
厳
し
さ
を
増
し

て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
行
政
を
は
じ
め
市
民

の
み
な
さ
ん
に
お
い
て
も
、
ま
だ

ま
だ
豊
か
な
時
代
の
惰
性
に
甘
え
、

現
状
と
将
来
に
対
す
る
危
機
感
が

乏
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
、
地

方
分
権
の
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

市
民
が
今
後
の
四
日
市
市
に
希
望

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

従
来
型
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
根
本

的
に
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
上
で
、
市
民
が
真
の
意
味
で

の
自
立
を
果
た
す
と
と
も
に
、
行

政
も
、
自
己
責
任
に
お
い
て
一
層

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
機
構
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

　
そ
の
た
め
、
当
推
進
会
議
で
は

活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
四
日
市

市
が
進
む
べ
き
道
筋
を
提
言
で
き

る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。�

市
民
の
真
の
自
立
と�

　
　
効
率
的
な
行
政
運
営
を�

行
政
運
営
そ
の
も
の
の�

　
　
　
　
　
見
直
し
を
…� 行財政改革推進会議�

会長　渡辺悌爾�

市
長
か
ら
ひ
と
こ
と�
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主
な
達
成
項
目�

主
な
未
達
成
項
目�

　
平
成
十
年
度
か
ら
十
二
年
度
を

目
標
期
間
と
し
た
第
一
次
実
施
計

画
で
は
、
職
員
定
数
の
削
減
や
情

報
公
開
の
推
進
な
ど
、
八
分
野
百

三
十
二
項
目
（
詳
細
項
目
で
百
六

十
二
項
目
）
の
改
善
・
検
討
項
目

を
掲
げ
、
各
担
当
部
局
が
目
標
達

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
三
年
間
で
全
体�

の
八
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た

る
百
三
十
三
項
目
に
つ
い
て
目
標

を
達
成
し
、
約
五
十
五
億
一
千
万

円
の
経
費
削
減
と
な
り
ま
し
た
。�

���

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報�

　
提
供
の
充
実�

・
審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
会
議

　
の
公
開�

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定�

・
市
税
な
ど
の
滞
納
額
削
減
に
向

　
け
て
の
取
り
組
み�

・
近
鉄
四
日
市
駅
高
架
下
に
市
民

　
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

　
を
開
設�

・
市
立
病
院
に
お
け
る
患
者
サ
ー

　
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み
（
オ

　
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
な
ど
）�

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
市
民
活
動

　
事
業
に
対
す
る
支
援�

・
職
員
定
数
の
削
減
（
三
年
間
で

　
一
三
〇
人
）�

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得�

・
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

　
化
の
推
進�

・
図
書
館
な
ど
公
共
施
設
の
開
館

　
時
間
・
休
館
日
の
見
直
し�

���

・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し�

・
保
育
園
・
幼
稚
園
の
見
直
し�

・
学
校
給
食
・
ご
み
収
集
業
務
の

　
委
託
化
の
検
討
　�
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達成�

未達成�

情報公開などの推進�

財政健全化の推進�

事務事業の見直し�

組織・機構の見直し�

定員および給与の見直し�

効果的な行政運営と�
職員・職場の活性化�

行政の情報化の推進�

会館など公共施設の見直し�
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63�

31�

8�

13�

12�
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項目�

項目�

項目�

項目�

項目�

項目�

項目�

項目�

�

18 1

9

57

4

6

4

112

210

25

162�
項目�

未達成�
29項目�

第1次実施計画の成果は�

合計55億1千万円�合計55億1千万円

●職員定数の削減 24億3千万円�
●時間外勤務の削減 10億7千万円�
●物件費、維持補修費などの節減 13億6千万円�
●負担金、補助金などの見直し 2億4千万円�
●使用料、手数料の見直し 4億1千万円�

〈第1次実施計画における経費削減効果〉�

〈第１次実施計画の分野別達成状況〉�

〈達成状況〉�

18 13

（進ちょく率82.1％）�
達成133項目�

　3年間改革を進めてきたことにより、改革を行わなかった場合に
比べて、削減できた経費を意味しています。これにより、市民サー
ビスの向上につながる各種施策を実施するための財源が確保できた
ことになります。�

戸籍情報システムの導入により窓口サービスもスピードアップ（市民課窓口）�


